
参加者の声
資料館を詳細に説明していただくと共に、
語り部講話や講師の方々の講演により教育
的な実践について様々な角度から学ぶこと
ができました。　　　　　（20歳代　男性）
 
公害について教師が正しい知識を持つこと
は大切だと思うので、どの先生方もこの研
修が受けられるといいと思います。

（30歳代　女性）
 
学習指導要領の変遷、実践事例紹介、語り
部講話と多角的な視点があり、大変勉強に
なりました。　　　　　　（50歳代　男性）
 
教育活動、授業実践に関する具体的な点か
ら話を聞くことができてよかったです。ま
た、展示コーナーの説明もとても分かりや
すかったです。　　　　　（50歳代　男性）
 
初めての来館でしたが、見学して知識が深
まったことに加え、語り部さんのお話は聞
く者の胸に迫り、当事者の方々の苦労や熱
意が伝わりました。　　　（50歳代　女性）

　今回紹介する「語り部」さんは青島明生さんです。
青島さんは、被害者弁護団の一員としてこれまでイタイイタイ病と向き合ってこられました。他の「語り部」
さんとは違った弁護士としての視点からのこれまでの取組みの一端を振り返っていただきました。

　私が中学校の頃イタイイタイ病の裁判が始まり、高校生の頃に判決が出され、確定しました。当
時新聞やテレビでもよく報道されていました。その頃弁護士を志し、１９８６年弁護士となって富
山に戻り、弁護団事務局の法律事務所に入り、患者認定問題や発生源問題に取り組んできました。
　立入調査で、当初硬かった原因企業の態度が、徐々に住民側の合理的な指摘を受け入れ、それに
取り組もうという姿勢になってきたのが印象的でした。患者認定問題はなかなか難しい面もありま
すが、異議申立・不服審査請求や行政訴訟にも取り組み、改善が図られたところも少なくないと思
います。
　最近原因企業との間で全面解決の合意ができました。これを実現した根本的な力は、被害住民１
人ひとりが立ち上がり、粘り強く取り組んできた積み重ねだと思いますが、医学者・科学者の協力と、

弁護団の努力も力になったと思います。また、原因企業が、公害防止協定など被害住民との合意を守って会社運営を行って
きたこともあると思います。
　この経験は、大きな目で見れば、カドミウム公害による悲惨な人身被害の発生ですが、それを関係者の努力で克服できた
という点では世界と歴史に誇れる貴重な成果です。
　私たちの経験は、１人ひとりが自分の問題として捉えなければならないことを教えてくれています。
　弁護団の一員として住民の立場から資料館構想や建設を求める要請文を考え、県の企画・設計にも要望を出してきた者と
して、自分の体験をお話しすることによって、来館者の１人ひとりが公害・環境保全について自分の問題として取り組むこ
との大切さを感じてもらえるよう、お役に立てればと思います。

語り部講話の聴講ができます。
対象は10名以上の団体で、事前申込が必要です。
詳しくは資料館へお問い合わせ下さい。なお、席に余
裕がある場合は個人の方も同席のうえ、聴講できます。

　『語り部として活動して』　青 島 明 生 さん（59歳）

　イタイイタイ病や当資料館を社会科の授業や総合的な学習の時間、道徳の時間
などに役立てていただくため、教員向け研修会を実施しました。　
　研修会では、資料館の展示見学、小松雅子さんの語り部講話の聴講の後、富山
市教育センターの三原茂指導主事に自身の体験に基づいた教育現場でのイタイイ
タイ病の過去と現在の取り上げられ方の違いについての事例発表をしていただき
ました。また、富山国際大学子ども育成学部の水上義行教授からは、「学校カリキュ
ラムの中にいかに公害事件をとりこむか」というテーマで講義をいただき、イタ
イイタイ病を教育に位置づける意義や副読本の活用方法など、授業に取り入れる
ための実践的な指導や助言をしていただきました。参加者の中には、初めて来館
された方もおられ、研修後には、とても有意義な時間を過ごさせていただいたと
の感想もありました。資料館では、1人でも多くの現場の先生方に資料館の存在、
そして学習できる内容を知っていただき、授業に活用していただくための取組み
を進めていきます。

子どもたちに公害の教訓を伝えるために
イタイイタイ病資料館活用研修会を開催し、県内の小学校の教員や
大学生３３名が参加されました。

日時と内容
平成２６年１２月２６日（金）
〈１３：００～１６：００〉
・資料館見学メニューの体験
・イタイイタイ病を題材とした授業の実践事例紹介
　　『教育現場におけるイタイイタイ病の過

か

去
こ

と現
い

在
ま

』
　　富山市教育センター　三原　茂　指導主事
・講義・助言・総括
　　『学校カリキュラムの中にいかにイタイイタイ
　　病を取り込むか』
　　富山国際大学　子ども育成学部
　　水上　義行　教授
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